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講師（いずれも本研究所員）と共に過去 2 ヶ年（2009-2010）に行なったワークショップ形態を継 
承し、本部門のサポートを受けて、本研究所研究員が行なった学界及び一般社会に対する社会

的貢献の一環として位置づけられる。本年度のワークショップの内容は Incorporating CALL in 
the Classroom: an emphasis on websites beneficial to L2 learners (Cumming) と CALL 
(Computer Assisted Language Learning): does it broaden your horizon? (大森) という表

題が示唆するように、多様な URL から英語科目の語彙・文法指導や音声指導に役立つものを

厳選して利用することが、当該授業の活性化につながることを強調したものである。 
 
3．CALL 教室を利用した学生自主学習のススメ――語学試験対策としての H205 教室の運営 
本年度も引き続き、「語学試験（TOEFL/TOEIC/IELTS）受験のための学生自主学習」を次 

のような要領で実施した。参加者数に鑑みると、実施日程の組み方及び PR の方法をさらに工夫 
する必要はあるが、本事業を「資格検定に対する学生支援」と明確に位置づけて、今後も計画性 
をもって積極的に推進することが、本研究所運営会議で確認された。 

(1) 場所：H205(CALL)教室。 
(2) 目的：CALL を利用して語学試験（TOEFL/TOEIC/IELTS 等）受験のために学生が自 

主的に学習することを支援する。 
(3) 日程：2011 年 7 月 6 日，8 日，20 日，22 日［前期］／11 月 16 日，30 日［後期］ 
(4) 当該時間帯の管理・運営のため SA が常駐する。 
(5) 提供教材：従来からの3種類の複数英語教材（TOEFL/ TOEIC/IELTS対策）に加えて、 

スペイン語検定教材、ドイツ語検定教材、フランス語教材、ポルトガル語教材などに拡張 
し、Website からの厳選情報も提供。 

 
4．本学学生のニーズに適合した学習環境の整備――国際教養大学（秋田）LDIC の視察 
平成23年11月 24‐25日に実施した国際教養大学（Akita International University）視察

では、特に、学生の自主的外国語学習支援のための施設「言語異文化学習センター」（LDIC）

の存在とその位置づけが注目された。同様の環境整備は、本学と同質学部をもつ近隣の私立大

学でも加速度を増している――中京大学国際英語学部の「LS Wing」や名古屋外国語大学の

「メディア情報教育センター」なども視察。公立大学の拘束的な発想を転換して、“恒常的な言語

学習空間” を設置・維持することを可能にするグランドデザインの構築が急がれる。 
 
5．今後の重点的課題 

CALL を利用した自律型学習の向上を図ることにより、いっそうの社会的貢献に寄与すること

が期待される。具体的には次の事項の完遂が今後の課題となる。 
(1) 「語学学習コミュニティ」形成を目指した CALL 教室の無理のない開放化が可能かどうか 

の検討を行なう必要がある。また、そのための具体策を提言する。 
(2) いわゆる「語学ラボ」というものが、授業利用だけでなく自主利用を目指して開発されてい 

るということを学内の専門外の人々にも十分に認識してもらう啓蒙的活動も必要である。それが不

十分であると、上掲(1)の実現に向けての障壁となるからである。 
(3) 教室環境で利用する閉鎖型CALLから、学生が on demandで自由に活用できる開放型 

CALL [NBLT (Network-based Language Teaching)]構築への発展可能性を探る。 

活動報告

外国語授業改善研修会

1. 英米学科 英語担当者の集い

英米学科 熊谷 吉治

・英米学科専攻英語担当者の集い

日時： 2011 年 2 月 7 日（火） 10:00~12:00
場所： E304 会議室

分科会（会話・作文・他の技能別）を設け、授業の問題点や授業方法の紹介など、様々な面か

ら意見交換を行った。

・全学英語担当者の集い

日時： 2011 年 2 月 7 日（火） 13:30~15:30
場所： E304 会議室

分科会（担当授業クラス別）を設け、以下の事項を中心に討議した。

・習熟度別クラスにおける問題点

・CASEC を成績に反映する際の換算表についての問題点

・学科別クラスにおける問題点

2. 国際関係学科 英語科目担当者意見交換会

国際関係学科 鵜殿 悦子

日時： 2011 年 12 月 26 日（月） 14：30〜16：30
場所： 国際関係学科共同研究室（E302）
出席者：

 非常勤講師：5 名

 国際関係学科：3 名

 （当日出席できなかった講師 3 名には、12 月 20 日と 27 日に意見を聴取した。）

話し合いの内容：

・ 今年度使用したテキスト・プリント類の現物を各自持参し、それらを紹介しつつ、それぞれの

授業内容について報告した。

・ 授業でうまくいった点、改善すべき点などを報告・提案し、意見交換を行った。

・ 来年度の授業に向けての要望を、学科担当者および教務委員より提示した。

・ 非常勤講師の方から、学科の学生の欠席・遅刻が多いことが指摘された。国際関係学科の

学生だけが飛び抜けてそうなのかはわからないが、過去の経験に照らしても、このことが問題

であることは明らかである。このことについては学科で話し合い、解決するようにしたい。

・ 国際関係学科では、習熟度別クラス編成を取り入れていないが、来年度に向けて、それを
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実践してみるべきかどうかについても、話し合った。

3. スペイン語科目担当教員意見交換会

ヨーロッパ学科スペイン語圏専攻 江澤 照美

 本会の参加者は本学のスペイン語圏専攻／学科の専門科目のうち専攻言語科

目を担当、もしくは全学共通科目スペイン語を担当している本学の専任教員および

非常勤講師である。新カリキュラムに移行して三年目にあたる今年度に実施された

授業の問題点や改善点、使用テキストの内容についての意見交換を主たる目的とし

ている。

[スペイン語圏専攻／学科  専攻言語科目  担当者会議 ]
日時： 2012 年 2 月 13 日 (月 ) 10：00 - 12：00
場所： 長久手キャンパス E305

[全学共通科目スペイン語  担当者会議 ]
日時： 2012 年 2 月 13 日（月） 13:00 - 15:00
場所： 長久手キャンパス E305

4. 日本語

国際関係学科 東 弘子

日時：2011 年 12 月 26 日（月） 12:10～14:00
場所：E302（国際関係学科共同研究室）

参加教員：中道一世、加藤淳、石川美紀子、黒野敦子、米勢治子（以上非常勤講師）

桑村昭（国際交流室）、東弘子（国際関係学科） 

（出席できなかった講師は４名。欠席者にも資料は配付した。）

資料：会議のレジュメとともに、各教員の授業内容が分かるように、１回分授業の教材や学生の

作業シートなどをまとめたものを配布。 ※高等言語教育研究所研究室に保管。

ミーティング内容：資料で、授業の進め方などを簡単に確認し、内容やクラス編成なども含め、

事業運営上、気づいたこと、疑問に思うこと、改善の余地があることなど、意見交換。

学部留学生対象上級クラスと特別聴講学生対象クラスにおいて、それぞれに別の課題が

あることが確認された。

また、来年度のクラス編成の予定についても確認した。

１０月に着任した国際交流室長の桑村教員と日本語担当の非常勤講師の初顔あわせの

会となった。




